日本ウマ科学会　2011年度　第三回常任理事会議事録
日　 時：2011年8月10日（水）12：00～16：00

場　 所：JRA本部（旧本部、西新橋）　7階　第1会議室

出席者：小川　会長　　　　　　　　菅野　副会長　
朝井　副会長

田嶋　庶務担当常任理事　　半澤　会計担当常任理事

局　　編集担当常任理事　　石田　学術担当常任理事

徳力　国際担当常任理事　　青木　広報担当常任理事

蘆原　事務局長

議事次第

1． 挨拶・議事進行（小川　会長）
2． 委員会報告

1 学会賞（ 局　常任理事）
　学会賞候補者として、南保会員、三角会員および古林会員、計３名の推薦書が提出され、選考委員会に先立って常任理事の意見を伺いたいとの申し出があった。各委員からの意見では、古林氏を推す発言が多かった。最終的にはその意向を反映しながら受賞候補者を選考することとし、会長への報告とした。
2 功労賞選考委員会（田嶋　常任理事）
　功労賞候補者として西村会員の推薦書が提出され、この場を選考委員会として協議を行いたいとの申し出があった。各委員からの意見を総合して受賞は適当であるという結論に至り、会長への報告とした。

3 役員選考委員会（田嶋　常任理事）
　この場を役員選考委員会として審議していただきたいとの申し出があった。事前に作成された改選案をもとに協議が行われた。各委員からの意見では、役員や理事の若返りを図っていく、人材を育成していくことが重要であるという意見で一致した。そのような意見を踏まえながら、役員、理事、評議員について確認・決定され、会長への報告とした。
4 その他
　なし
3． 第24回学術集会について

1 日程、会場、プログラム、シンポジウムについて（ 石田　常任理事）
　11月28、29日に開催される学術集会のプログラムとシンポジウムについて説明された。また、シンポジウムでは「最近の馬生産事情を知ろう！」と題して、1題の基調招待講演と4名のシンポジストによる発表と総合討論が行われる旨説明され了承された。なお、ワーキンググループの今後のあり方についても議論され、学術系・文科系の調和を意識した方向性で実施され、働きかけるべきだとの意見で一致した。
2 理事会、評議員会、総会について（田嶋　常任理事）
　昨年との変更点を示しながら、開催日時の確認が行われた。理事会、評議員会は初日の昼休みの時間帯を利用して、総会は2日目午前の講演終了後に実施されることで了承された。
3 JRA調査研究に関する発表会、合同懇親会、ワーキンググループ活動、企業展示について（事務局）
　JRA競走馬に関する調査研究発表会は、例年どおり一条ホールを使い、学術集会初日に同時開催（ウマ科学会は午後より農学部3号館教授会室）される旨説明があり、合同懇親会については、東大生協第２食堂で開催する予定であることが説明され了承された。またワーキンググループの活動に関する進捗状況について説明があり、招待講演の実施、症例検討会の開催、日高での講演・実習の開催および企業展示について説明された。

4． その他

1 WEVAについて （徳力　常任理事、事務局）
　本年はWEVAの隔年会議がインドで開催（11月2～5日）されるが、徳力常任理事を派遣することで了承された。
2 「競走馬の育成ハンドブック」について（青木常任理事）
　企画書が提出され、競走馬の育成から競走期にかけた科学的な手法と育成のノウハウの継承と発展の一助となる教科書の監修をする提案がなされ了承された。

3 ウマ用語集について（石田　常任理事）

ニーズの高い本書の増刷と来年度の予算計上について提案がなされ、　増刷が可能かどうかを調査したうえで実施することが了承された。

4 共催講演について（田嶋　常任理事）
　比較心電図学会で発表予定のJones氏の講演が、競走馬総合研究所で行われる予定であるが、これについて共催としてよいかの提案があり了承された。

